
名称
デジタルマイクロスコ-プ

２０２６年度 公益財団法人ＪＫＡ 補助

型式

株式会社エビデント
型式：ＤＳＸ２０００

原理

デジタルマイクロスコ-プとは
光学顕微鏡にデジタルカメラや画像処理機能を組み合わせた観察装置
のことである。従来の顕微鏡では人の目で直接観察していたものを、モニ
ター上で様々な観察モ－ドで観察・記録・解析できるようになっている。

◎機器の構成図 光を当てる

反射光

⇒拡大

CMOSセンサ－

対象物

レンズ

⇒光を電気信号に変換

モニタ－

デジタル処理

人間が観察

用途

仕様

・金属 金属粒度解析、破断面解析、素材表検査、腐食部解析
溶接研磨面の解析 メッキ面の解析

・半導体 デバイス形状解析、塗布状態解析、ウェハベベル解析
・電子部品 微細形状解析、不良解析、構造解析
・樹脂/繊維 表面解析、断面解析
・異物検査 様々な素材の異物解析

画像素子／センサ－ 1.1型　1237万画素　カラ－ＣＭＯＳイメ－ジセンサ-

有効画素数 ４１１２(Ｈ）×３０１８（Ｖ）

光学系 テレセントリック光学系

観察倍率 ３９～２９２０倍　（低倍は画像連結でカバ－）

観察モ－ド 7種類（BF、OBQ、DF、MIX、PO、DIC、SR）＋透過

モニタ－ ２７インチ４Ｋディスプレイ

ステ－ジ ＸＹ100mm電動ステ－ジ（画像連結での撮像可能）

３Ｄ／２Ｄ計測 平面測定、３Ｄプロファイル測定、面積測定、体積測定、粗さ測定(参考値）


